
【 調査の趣旨とご協力のお願い 】 

小方地区（小方中学校区）の皆さまへ

平素から、大竹市政の推進にご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。

本市では、人口減少や少子化・高齢化が進む中、地域の活力を維持するとともに、医療・

福祉・商業等の生活機能を維持し、高齢者や子育て世帯が安心して暮らせるよう、地域公共

交通と連携したまちづくりを進めており、これまでに玖波駅西口改札口・西口広場の整備

（平成２７年９月）や大竹駅自由通路・橋上駅舎の整備（令和５年２月、東西広場は整備

中）を行ってまいりました。また、小方地区においては、地域の皆さまの声を反映し、平成

２９年３月に「小方地区のまちづくり基本構想」（裏面参照）を策定し、これに明記された

様々なまちづくり事業を進めています。

この度、この「小方地区のまちづくり基本構想」をさらに進める一環として、JR 山陽本

線の大竹駅・玖波駅間の小方地区において、新しい駅を開設することを検討しています。

つきましては、小方地区（小方中学校区）にお住まいの１５歳以上の皆さまの中から無作

為抽出により選んだ２,５００人（※抽出日：令和５年９月１日）を対象に、新駅が開設さ

れた場合の利用に関するご意向について、アンケート調査を実施します。

調査の趣旨をご理解いただき、多くの皆さまからのご回答を頂戴したいと考えております

ので、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

令和５年 9 月 大竹市 

【 ご回答にあたって 】 

・ ご回答者は、封筒に記載された宛名の方がご記入ください。

・ 本資料（表・裏両面）の他、アンケート用紙１枚（表・裏両面）と、返信用封筒があります。 

・ ご回答は、あてはまる番号に○をつけるか、（   ）の中に具体的にお書きください。 

・ ご回答いただいた内容は、本調査の目的以外に使用することはありません。なお、回答の集計結果

の一部につきましては、集計後に市ホームページにて掲載する予定です。 

・ ご回答いただいたアンケート用紙は、同封いたしました返信用封筒に封入の上、 

10 月 20 日(金)までに郵便ポストに投函（切手は不要です）頂きますようお願いいたします。 

■お問い合せ先--------------------------------------------------------------------- 

【発注者】大竹市建設部 担当： 

建設管理監 見当（みとう） TEL：0827-59-2160（土・日・祝日除く 9 時～1７時） 

都市計画課 山田      TEL：0827-59-2168（土・日・祝日除く 9 時～1７時） 

【受注者】ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社 計画部 担当：追田（おいた）、藤塚、山下 

 TEL：06-6303-1296（土・日・祝日除く 10 時～1７時）

新駅が開設された場合のご利用に関するアンケート調査 

＜小方地区の住民の皆さまへ＞ 

（裏面に「小方地区のまちづくり基本構想」についての説明があります）

＜サンプル（アンケート説明資料１／２）＞

サンプル



＜小方地区のまちづくり基本構想＞ 

小方地区のまちづくり基本構想は、本市の沿岸部の中央に位置する小方小・中学校跡地を核と

して、「住まい」「子育て」「賑わい」の 3 本柱を基本方針に掲げ、新駅の設置をはじめ、その周辺

の整備を一体的に推進することにより、より魅力的な地域とするために策定しました。 

現在、にじいろこども園の開園（令和４年 4 月）、晴海臨海公園の整備（第３期整備中）、阿多

田島フェリー新造船の就航（令和５年４月）、民間美術館（下瀬美術館）の開館（令和５年 3 月）、

大型商業施設の集積など、基本構想に明記された様々なまちづくり事業が進行しています。 

今後、新駅設置や小方小・中学校跡地【居住・にぎわい（レクリエーション）ゾーン】の活用策

の検討などを進めていくことで、さらに魅力的な地域となることを目指しています。 

新駅検討地
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亀居公園 大型商業施設 民間美術館（下瀬美術館）

にじいろこども園 阿多田島フェリー（悠風
はるかぜ

） 晴海臨海公園（大型遊具）

小方地区のまちづくり基本構想図

晴海臨海公園（球技場）

小方学園 
（小方小・中学校）

＜サンプル（アンケート説明資料２／２）＞

サンプル


